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の
個
性
を
尊
重
し
、
実
態
に
即
し
た
教

育
の
展
開
と
教
育
環
境
の
整
備
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

21
世
紀
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す

る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
計
画
的

な
学
校
施
設
設
備
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

⑵
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　

長
寿
化
や
余
暇
時
間
の
増
加
な
ど
に

伴
い
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

お
り
、
全
て
の
町
民
が
持
っ
て
い
る
学

習
す
る
権
利
（
学
習
権
）
の
尊
重
を
理

念
に
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
学

び
な
が
ら
、
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
人

間
性
を
自
ら
育
む
生
涯
学
習
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
公
民
館
を
中
心
に
、
町

民
の
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
意
欲

を
喚
起
す
る
最
新
情
報
の
収
集
、
活
動

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
、
質
の
高
い
芸
術
・
文
化
に
触
れ

る
機
会
の
創
出
な
ど
年
代
や
地
域
に
応

じ
た
多
様
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
ほ
か
、
自
主
的
な
学
習
活
動
の
活

性
化
、
各
種
協
会
な
ど
町
民
活
動
組
織

へ
の
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
設
備
を
改
修
し
、
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上
を
図
り
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し

た
幅
広
い
分
野
の
交
流
に
よ
る
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

⑶
伝
統
文
化
の
継
承
・
創
造

　

町
内
に
は
、「
伊
予
神
楽
・
五
つ
鹿
踊

り
・
鬼
北
文
楽
」
等
の
無
形
文
化
財
、「
善

光
寺
薬
師
堂
・
岩
谷
遺
跡
」
等
の
有
形

文
化
財
、「
明
星
が
丘
施
設
」
な
ど
多
数

の
文
化
遺
産
が
あ
り
、
関
係
者
の
熱
意
に

よ
り
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
町
民
の
郷
土
愛
や
生
き
が
い
の
醸
成
、

郷
土
へ
の
自
信
や
誇
り
に
結
び
つ
く
も
の

で
、
こ
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
創
造
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、「
等
妙
寺
跡
地
発
掘

調
査
」
を
推
進
し
、
国
の
史
跡
指
定
に
向

け
た
調
査
と
保
護
活
動
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
特
色
あ
る
郷
土
イ
ベ
ン
ト
の
創

造
に
も
取
組
み
ま
す
。

⑷
地
域
間
交
流
の
促
進

　

地
域
間
交
流
活
動
は
、
民
間
・
行
政

を
問
わ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
教
育

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
、
あ

ら
ゆ
る
〝
つ
な
が
り
〞
を
活
用
し
て
、

多
様
な
交
流
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
中
学
生
・
高
校
生
の
海
外
研
修
、

国
際
交
流
員
に
よ
る
英
会
話
教
室
、
文

化
講
座
の
開
催
な
ど
、
国
際
感
覚
を
高

め
る
活
動
に
も
取
組
み
ま
す
。

⑸
人
権
教
育
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進

　

国
の
法
律
に
基
づ
く
、
正
し
い
人
権

意
識
と
お
互
い
を
尊
重
す
る
心
を
育
む

学
習
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
不

合
理
な
社
会
矛
盾
の
解
消
に
努
め
、
一

人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
た
め
学
校
や
地
域
に
お
け

る
人
権
教
育
を
中
心
に
、
町
全
体
で
の

人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

女
性
団
体
活
動
の
支
援
、
リ
ー
ダ
ー
養

成
、
意
識
啓
発
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

５　
「
自
然
に
優
し
い
、
快
適
で

安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う
」

　

都
市
基
盤
の
整
備
は
、
暮
ら
し
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
産
業
の
振
興
や
地
域
内
外
の
交
流
促

進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

や
事
故
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
地
域
安
全
対
策
は
、
快
適
で
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と

浄
化
槽
整
備
事
業
と
と
も
に
公
共
下
水

道
事
業
（
計
画
）
を
着
実
に
推
進
し
な

が
ら
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
交

通
環
境
の
充
実
、
高
度
情
報
化
に
向
け

た
情
報
基
盤
整
備
を
、
国
や
県
と
連
携

し
て
推
進
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

町
民
・
地
域
・
関
係
機
関
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
自
然
環
境
と
調

和
し
た
快
適
性
と
利
便
性
、
そ
し
て
安

全
性
を
兼
ね
備
え
た
、
地
域
格
差
の
な

い
住
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
都
市
計
画
の
推
進

　

昭
和
31
年
、
近
永
・
好
藤
・
泉
地
区

の
一
部
区
域
を
都
市
計
画
区
域
（
２
，

６
８
７
ha
）
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
良

好
な
住
環
境
と
環
境
保
全
が
調
和
し
た

中
核
拠
点
と
し
て
の
都
市
施
設
整
備
が

必
要
で
、
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地

再
開
発
計
画
と
の
整
合
性
あ
る
都
市
基

盤
の
拡
充
に
取
組
み
ま
す
。

⑵
上
・
下
水
道
の
整
備

　

生
活
水
準
の
向
上
、
自
然
環
境
の
保

全
、
産
業
振
興
な
ど
の
面
か
ら
、
ま
ち

の
将
来
を
踏
ま
え
、
上
水
道
の
完
全
普

及
と
地
域
に
即
し
た
生
活
排
水
処
理
施

設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
上
水
道
は

施
設
の
整
備
・
改
良
に
よ
り
、
良
質
で

安
定
し
た
水
の
供
給
に
取
組
む
と
と
も

に
、
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
公
共
下
水
道

の
早
期
着
手
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と

浄
化
槽
整
備
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
地

域
特
性
に
応
じ
た
施
設
整
備
に
取
組
み

ま
す
。

⑶
交
通
環
境
の
充
実

　

住
環
境
の
向
上
と
地
域
活
性
化
の
重

要
な
基
盤
と
な
る
交
通
環
境
の
向
上
を

目
指
し
、
国
道
・
県
道
・
主
要
町
道
を

基
幹
と
す
る
町
内
の
道
路
網
体
系
を
構

築
す
る
た
め
、
農
道
・
林
道
も
含
め
た

等妙寺跡地


